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大門上ノ二／ 64 歳
■「実るほど頭を垂れる
稲穂かな」
人間も世間の荒波に耐え、
秋にはたわわに実り感謝
の心をもって頭を垂れる
よう精進してまいります。

10
番　

原
田 

恵
召
（
７
回
）

  

議
長

議
長
に
原
田
恵
召
議
員
、

副
議
長
に
田
福
光
規
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
の
１２
月
１
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
、
議
会
臨
時
会
の

議
長
選
挙
に
お
い
て
、
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
原
田
恵

召
で
ご
ざ
い
ま
す
。
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
二
年
間
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

議
長
に
就
任
す
る
の
は
、
２０
年
前
の
長
和
町
合
併
の
時
以

来
で
２
度
目
と
な
り
ま
す
。

　

議
長
選
挙
に
あ
た
り
ま
し
て
、
候
補
者
が
一
人
で
あ
っ

て
も
立
候
補
の
所
信
表
明
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
議
長

が
何
を
考
え
何
を
し
た
い
の
か
を
議
場
で
発
言
す
る
申
し

合
わ
せ
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
申
し
上
げ
た
全
文
を

記
載
し
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
「
立
候
補
に
あ
た
り
３
つ
の
改
革
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
条
例
の
制
定
ま
た
は
議
会

基
本
条
例
の
中
に
倫
理
規
定
と
し
て
追
加
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
カ
ス
ハ
ラ

な
ど
は
人
権
侵
害
だ
け
で
な
く
、
対
象
者
の
生
活
を
変
え

て
し
ま
う
、
悪
質
な
も
の
で
す
。
他
者
に
は
目
に
見
え
な

い
だ
け
に
深
刻
な
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
こ
の
先
１
年
を
目
安
に
条
例
整
備
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
②
自
由
討
議
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
議
員
が
賛
成
・
反
対
を
自
分
の
言
葉
で
表
明
す
る

の
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　

次
に
、
③
議
会
活
動
に
お
け
る
託
児
施
設
や
託
児
し
て

い
た
だ
く
人
の
環
境
整
備
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
子
供
が
会

議
に
い
て
も
自
然
と
思
え
る
環
境
整
備
が
必
要
で
す
。
そ
の

為
に
、
議
会
傍
聴
規
則
の
見
直
し
も
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
こ
の
３
点
に
つ
い
て
申
し
合
わ
せ
任
期
の
２
年

間
で
取
組
、
改
善
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
各
位
に
は
、
議
員
力
の
向
上
と
議
会
力
の
向
上
の

た
め
に
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
、
信
頼
さ
れ
る

議
会
の
為
に
力
を
合
わ
せ
て
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。」

　

１２
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
昨
年
の
町
議
選
で
３０
歳
代
、
４０
歳
代
な
ど
の
若
々

し
い
議
員
の
方
４
名
が
新
た
に
加
わ
り
、
議
会
の
構
成
も

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
私
が
最
年
長
者
と
な
り
ま
し
た

の
で
、若
い
議
員
の
方
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
頂
き
な
が
ら
、

議
会
の
ま
と
め
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
私
の
目
標
は
、
第
１
に
、
議
会
力
の
向
上
で
す
。

議
員
全
員
の
力
量
向
上
に
取
り
組
む
と
共
に
、
議
会
全
体

の
力
量
を
向
上
し
、
政
策
立
案
や
提
言
、
条
例
の
提
案
が

で
き
る
議
会
を
め
ざ
し
ま
す
。
第
２
に
、
町
民
の
皆
さ
ん

に
開
か
れ
た
議
会
の
取
り
組
み
を
進
め
る
事
で
す
。
前
期

は
、
議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
・
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
取
り
組

み
、
年
２
回
の
議
会
報
告
懇
談
会
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
継

続
・
発
展
さ
せ
て
、
開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
し
ま
す
。
第

３
は
、
原
田
議
長
を
補
佐
し
て
、
副
議
長
の
役
割
を
果
た

す
事
で
す
。
副
議
長
と
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に

応
え
る
べ
く
全
力
で
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
よ
り
一
層
の
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

議
長
就
任
挨
拶　
原
田 

恵
召

副
議
長
就
任
挨
拶　
田
福 

光
規

会会初初
　　議議　　議員選
　

議
員
選
　

挙
後
の
　

挙
後
の
　

臨
時
会
　

臨
時
会
　

初議会
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新
し
い
長
和
町
議
会
議
員
で
す
。　

議
席
番
号　

氏
名
（
当
選
回
数
）
／
議
会
役
職

地
区
／
10
月
31
日
現
在
の
年
齢
／
■
任
期
４
年
の
抱
負

大門姫木第１／７４歳
■「国の悪政にキッパリ
対決！」「町民のいのちと
くらしが第一」をモットー
に、町民のみなさんの要
望の実現の為に全力でが
んばります。

和田新田／５０歳
■ 様々な情報を見て聞い
て学び理解し、それを生
かし笑顔あふれる住みよ
い町をめざし町民の皆様
と町との橋渡しが出来る
よう努力していきます。

大門新屋／６４歳
■「にぎやかな過疎をつ
くる」人口減少高齢化の
進展、それでも新しい動
きが生まれ 人 が集まり、
活動が活発な町をつくり、
次世代にバトンを渡す。

長久保６区／４８歳
■ 移住者だからこそ気付
く長和町の魅力を掘り起
こし、町民の皆様のお声
を具現化し「次の長和町
へ！」を目指して、精進し
て参ります。

大門四泊／６６歳
■ 二期目を迎え、町民
の皆様と行政を結ぶ太い
パイプとなることを目標
にして、町政の発展のた
めに議会の改革を目指し
邁進してまいります。

和田 仮宿／３７歳
■「町にもっと人の流れ
をつくる」３０代・子育
て世代・移住者の目線を
活かし、町に活気を生み
出すキッカケづくりに取
り組みます。

９
番　

田
福 
光
規
（
３
回
）

  

副
議
長

３
番　

小
川 

法
樹
（
１
回
）

  

総
務
経
済
常
任
副
委
員
長

８
番　

佐
藤 

恵
一
（
３
回
）

  

総
務
経
済
常
任
委
員
長

２
番　

髙
田 　

傑
（
１
回
）

  

総
務
経
済
常
任
委
員

７
番　

荻
野 

友
一
（
２
回
）

  

議
会
運
営
委
員
長

１
番　

諫
山 

三
武
（
１
回
）

社
会
文
教
常
任
委
員

古町上宿／６６歳
■「人は岩になれ、けれ
ど、心は華になれ」自然
を活用し、後世につなぐ
魅力ある町の再生と創生
に尽力します。初心を忘
れずに！

和田中組／５３歳
■「喜びは創り出すもの」
人口減少の時代、共助の力
が問われています。行政任
せにせず、町の未来を町民
と共につくる。その追い風と
なる議員を目指しています。

古町上落合／６５歳
■「年齢を重ねても、単
身でも、ずっと安心して
暮らしていける長和町」
を目指します。好きな言
葉は「 ご 機 嫌に暮らす・
生きる」です。

６
番　

龍
野 

一
幸
（
２
回
）

  

広
報
広
聴
常
任
委
員
長

５
番　

阿
部
由
紀
子（
２
回
）

  

社
会
文
教
常
任
委
員
長

４
番　

城
内
た
き
子（
１
回
）

  

社
会
文
教
常
任
副
委
員
長

初議会
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議 席

十
番

原
　
田
　
恵
　
召 

議
員

九
番

田
　
福
　
光
　
規 

議
員

八
番

佐
　
藤
　
恵
　
一 

議
員

七
番

荻
　
野
　
友
　
一 

議
員

六
番

龍
　
野
　
一
　
幸 
議
員

 五
番

阿
　
部
　
由
紀
子 

議
員

四
番

城
　
内
　
た
き
子 

議
員

三
番

小
　
川
　
法
　
樹 

議
員

二
番

髙
　
田
　
　
　
傑 

議
員

一
番

諫
　
山
　
三
　
武 

議
員

新議会構成

議長 原　田　恵　召 副議長 田　福　光　規

総務経済常任委員会 社会文教常任委員会

委 員 長 佐藤　恵一 委 員 長 阿部由紀子

副 委 員 長 小川　法樹 副 委 員 長 城内たき子

委 員 髙田　　傑 委 員 諫山　三武

荻野　友一 龍野　一幸

原田　恵召 田福　光規

所管 所管
総務課 ･ 総合政策課 ･ 産業建設課・議会事務局
の所管に関する事項の調査及び議案、請願・陳
情等の審査

住民生活課・保健福祉課・教育委員会の所管に関
する事項の調査及び議案、請願・陳情等の審査

議会運営委員会 広報広聴常任委員会
委 員 長 荻野　友一 委 員 長 龍野　一幸

副 委 員 長 田福　光規 副 委 員 長 諫山　三武

委 員 佐藤　恵一 委 　 員 田福　光規

阿部由紀子 佐藤　恵一

龍野　一幸 阿部由紀子

所掌 所管
議会の運営、議会会議規則、委員会条例、議長
の諮問に関する事項等の審査

議会広報広聴活動に関する事項

初議会
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佐藤 恵一 委員長

総
務
経
済
常
任
委
員
会
審
査
結
果
報
告

　総務経済常任委員会は、１２月
１７日に委員会を開催し、条例案、
令和 7 年補正予算などについて
審査を行い、全員賛成で可決す
べきものものと決定されました。

総務経済常任委員会
委員長／ 佐藤 　恵一

副委員長／ 小川 　法樹
委員／ 髙田 　　傑

荻野 　友一
原田 　恵召

　

総
務
課

■ 
公
共
交
通
事
業
（
地

方
創
生
事
業
）
６
万
６

千
円
増

 

公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
開
催
に
つ
い
て
今

後
の
開
催
予
定
、
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

 

協
議
会
を
設
立
し
た

の
ち
、
地
域
公
共
交
通

計
画
を
承
認
頂
く
た
め

開
催
を
予
定
。
来
年
度

以
降
に
つ
い
て
も
「
デ

マ
ン
ド
バ
ス
な
が
わ
ご

ん
」
な
ど
町
の
公
共
交

通
の
運
行
状
況
等
を
説

明
し
た
り
、
計
画
内
容

の
見
直
し
を
し
た
り
と

い
う
中
で
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

■ 

基
幹
系
シ
ス
テ
ム
共

同
化
負
担
金
２
３
５
８

万
１
千
円
減

　

 

公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
開
催
に
つ
い
て
今

後
の
開
催
予
定
、
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

 
基
幹
系
福
祉
関
連
の

シ
ス
テ
ム
は
（
株
）
富

士
通
の
開
発
遅
延
に
よ

り
令
和
７
年
１０
月
に
標

準
シ
ス
テ
ム
移
行
が
で

き
ず
令
和
８
年
１０
月
頃

移
行
と
な
っ
た
た
め
減

額
補
正
と
な
っ
た
。

■ 

長
期
総
合
計
画
策
定

支
援
業
務
委
託
料
７３
万

７
千
円
増

　

 

策
定
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
今
年
度
中
に

行
う
の
か
。

　

 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
今
年

度
中
に
発
送
ま
で
を
完

了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

集
計
等
は
来
年
度
実
施

し
ま
す
。
業
務
委
託
先

に
つ
て
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式
で
選
定
予
定
で

す
。

■ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
（
機
械
機
器
購
入

費
）
２６
万
１
千
円
減

　

 

当
町
の
支
援
枠
は
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

 

市
町
村
の
枠
や
上
限

額
は
特
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
町
民
か
ら

各
部
署
へ
要
望
が
あ
り
、

そ
の
要
望
を
各
部
署
・

企
画
政
策
係
で
精
査
し

た
上
で
条
件
を
満
た
す

も
の
は
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
へ

申
請
し
て
い
ま
す
。

■ 

林
務
職
員
人
件
費　

８
０
０
万
円
減

 

人
件
費
減
額
の
経
緯
は
。

 

当
初
で
２
名
分
の
人

件
費
を
計
上
し
て
い
た

 　

林
野
火
災
に
関
す
る

注
意
報
は
全
国
的
に
定

め
て
い
る
も
の
か
。

　

 

全
国
的
に
定
め
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
地
域
で
は
上
田
地
域

広
域
連
合
に
お
い
て
発

令
す
る
基
準
を
さ
だ
め

て
い
ま
す
。

が
、
業
務
内
容
の
割
り

振
り
を
行
っ
た
結
果
、

１
名
分
が
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

�

（
抜
粋
）

　

令
和
７
年
度 

長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
４
号
）に
つ
い
て

　

長
和
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

長
和
町
火
入
れ
に
関

す
る
条
例
（
平
成
１７

年
条
例
第
１
２
５
条
）

　

第
１４
条　

火
入
れ

者
及
び
火
入
れ
責
任

者
は
、
火
入
れ
の
許

可
の
期
間
中
で
あ
っ

て
も
、強
風
注
意
報
、

乾
燥
注
意
報
若
し
く

は
林
野
火
災
に
関
す

る
注
意
報
が
発
表
さ

れ
、
又
は
火
災
警
報

が
発
令
さ
れ
た
場
合

は
、
火
入
れ
を
行
っ

て
は
な
ら
な
い
。

総務経済常任委員会審査結果報告
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社
会
文
教
常
任
委
員
会
審
査
結
果
報
告

　

令
和
７
年
度 

長
和
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
４
号
）に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度

　

長
和
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

社会文教常任委員会
委員長／ 阿部 由紀子

副委員長／ 城内 たき子
委員／ 諫山 　三武

龍野 　一幸
田福 　光規

社 会文 教常任 委員会を１２月
１６日（火）に開催し、条例案
５件、補正予算案４件、上田広
域連合規約変更、陳情について
の審査を行いました。

阿部 由紀子 委員長

　

住
民
生
活
課

■ 

生
ご
み
処
理
施
設
運

営
事
業
５５
万
円
の
増

 
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
追
跡
調

査
に
つ
い
て
、
配
布
で

き
ず
に
止
ま
っ
て
い
る

堆
肥
の
現
状
と
今
後
の

見
通
し
は
。

 

来
年
１
月
の
全
員
協

議
会
に
て
詳
細
な
説
明

を
行
う
予
定
で
す
。

　

保
健
福
祉
課

■ 

腎
臓
機
能
障
害
者
通

院
費
補
助
金
１４
万
４
千

円
、
障
が
い
者
施
設
通

所
費
補
助
金
２７
万
円
、

障
が
い
者
居
宅
サ
ー
ビ

ス
支
援
費
５０
万
円
の
増

額
。

　

 

そ
れ
ぞ
れ
何
人
増
加

し
た
か
。
ま
た
、
一
人

当
た
り
の
金
額
は
い
く

ら
か
。

 

腎
臓
機
能
障
害
は
一

人
当
た
り
、
月
８
千
円

が
上
限
で
３
名
分
、
障

が
い
者
施
設
通
所
費
は
、

月
に
か
か
っ
た
費
用
の
１

／
２
以
内
で
５
千
円
が

上
限
で
９
名
分
で
あ
る
。

■ 

福
祉
企
業
セ
ン
タ
ー
、

障
が
い
者
等
福
祉
施
設

設
備
事
業
補
助
金
５
０

３
万
５
千
円
の
増
額

 

当
初
予
算
か
ら
増
額

と
な
っ
た
理
由
は
。

　

 

発
注
者
で
あ
る
樅
の

木
福
祉
会
と
町
、
建
設

管
理
を
行
う
専
門
家
や

施
工
業
者
と
行
う
会
議

の
中
で
、
障
害
の
あ
る

方
が
施
設
を
利
用
す
る

に
は
、
床
暖
房
と
避
難

用
滑
り
台
が
必
要
で
あ

り
、
安
全
性
・
利
便
性

な
ど
を
考
慮
し
て
の
増

工
で
あ
る
。

　

教
育
課

■ 

古
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
音
響
設
備
に

関
す
る
委
託
料
３６
万
３

千
円

　

 

建
築
さ
れ
て
間
も
な

い
と
思
う
が
補
償
で
修

理
は
出
来
な
い
の
か
。

 

今
回
の
修
理
は
人
為

的
な
操
作
ミ
ス
に
よ
る

も
の
で
故
障
で
は
な
い

た
め
補
償
対
象
に
は
な

ら
な
い
。

■ 

規
定
の
予
算
総
額
に

８
６
６
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
１
億
２
，

０
５
５
万
５
千
円
に
。

 

国
の
示
す
標
準
化
へ

の
移
行
は
完
了
し
て
い

る
か
。

 

住
基
・
印
鑑
証
明
が

令
和
８
年
２
月
２４
日
、

後
期
高
齢
者
医
療
が
来

年
度
に
持
ち
越
し
、
国

民
健
康
保
険
に
つ
い
て

は
標
準
化
へ
の
移
行
は

令
和
６
年
度
に
完
了
し

て
い
る
。
税
務
係
に
係

る
も
の
は
、
令
和
８
年

１０
月
１
日
で
あ
る
。

■ 

上
田
市
秋
和
に
建
設

さ
れ
る
統
合
型
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
全
体
事

業
費
は
３
６
８
億
７
千

万
円
、
長
和
町
の
負
担

分
は
１３
億
６
０
０
万
円
。

 

４
市
町
村
が
そ
れ
ぞ

れ
１０
％
ず
つ
受
け
持
ち

４０
％
分
を
負
担
す
る
と

い
う
こ
と
か
。

　

 

全
体
事
業
費
に
お
け

る
１０
％
分
を
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
が
均
等
に

負
担
す
る
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
る
。

上
田
地
域
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

社会文教常任委員会審査結果報告
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　令和 7 年長和町議会第 4 回定例会において審議された議案は、すべて全員賛
成で可決・同意されました。 審議された主な議案と内容は次のとおりです。

◇報告（５件 ）
・例月出納検査結果報告
・指定管理委託監査報告
・株式会社長和町振興公社第 27 期決算について
・株式会社長和町振興公社第 28 期事業計画について
・長和町教育委員会の点検・評価報告

◇発委（１件 ）
・長和町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
★長野県人事委員会の職員の給与等に関する報告及び勧告を受け、議員の期末手当を 0.05 月分引き上げ

年間の支給率を 100 分の 175 に改正。また、議員の旅費に関する規定の一部を職員の旅費改正に準じ
て改正。

◇条例（８件 ）
・長和町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
★長野県人事委員会の勧告を受け、期末手当率を 2.525 月、勤勉手当率を 2.125 月、合計 4.65 月に改正し、

行政職給料を平均約 3.25% 増額する給与改定。

・長和町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例
★近年の物価高騰等を鑑み、宿泊を伴う出張の際の宿泊料につき現在の状況に即した料金へと改正。

・長和町火入れに関する条例の一部を改正する条例
★土地の火入れ作業の中止の基準に、林野火災注意報が発令された場合も要件として加えること、また、

異常乾燥注意報を乾燥注意報という言葉に改める改正。

令和 7 年第 4 回定例会 審議結果

　改選後の議会による初の本会議となる令和 7 年長和町議会第 3 回臨時会が 12
月 1 日 ( 月 ) に開催され、議長選挙等の議会構成について、および人事案 3 件に
ついて審議され、すべて全員賛成で可決・同意されました。 審議された主な議
案と内容は次のとおりです。

◇人事案 (3 件 )
・長和町教育委員会の委員の任命につき同意を求めることについて･･･ 齋藤　　毅氏 ( 新任 )
・監査委員の選任につき同意を求めることについて･････････････････ 丸山　輝人氏 ( 新任 )
・監査委員の選任につき同意を求めることについて･････････････････ 龍野　一幸氏 ( 新任 )

令和７年第３回臨時会（初議会）審議結果

審議結果
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・長和町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例

★児童福祉法の一部改正に伴い、放課後児童支援員の条件として、新たに地域限定保育士（決められた
地域の中だけで働くことができる保育士）を加えること。放課後児童クラブにおける虐待案件につい
て、通報の義務が発生することの改正。

・長和町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
★生後 6 ヶ月から満 3 歳未満で保育所などに通っていない子供の新たな通園制度として、こども誰でも

通園制度が創設されたことにより、事業者等が乳児等通園支援事業を行う際、この条例に定める基準
に適合するか審査し、認可するための基準条例。

・長和町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例
★国の基準が改正されたことに伴い、集団保育の機会を提供するために設定する保育内容支援に係る連

携施設の見直しや地域限定保育士の一般制度化等による改正。

・長和町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
★国の基準が改正されたことに伴い、虐待等の禁止において、これまでの保育園職員のほか、職員が幼

保連携型認定子供園及び幼稚園職員である場合の追加等の改正。

・長和町国民健康保険条例の一部を改正する条例
★令和 8 年 1 月 1 日の八十二銀行と長野銀行の合併に伴い名称が変更となることによる改正。

◇補正予算案（５件 ）

・令和 7 年度長和町一般会計補正予算 ( 第 4 号 )
・令和 7 年度長和町国民健康保険特別会計 ( 事業勘定 ) 補正予算 ( 第 2 号 )
・令和 7 年度長和町後期高齢者医療特別会計補正予算 ( 第 2 号 )
・令和 7 年度長和町介護保険特別会計補正予算 ( 第 2 号 )
・令和 7 年度長和町観光施設事業特別会計補正予算 ( 第 2 号 )

◇意見書案（１件 ）
・診療報酬・介護報酬及び障害福祉サービス等報酬 10% 以上の引き上げを求める意見書

◇人事案（１件 ）
・副町長の選任につき同意を求めることについて …清水 英利 氏 ( 新任 )

◇その他
・上田地域広域連合規約の変更について
・選挙管理委員及び選挙管理委員補充員の選挙について
　選挙管理委員会の委員及び補充員は地方公共団体の議会において選挙することとされており、

本議会において議長の指名推薦により選挙を行いました。選挙管理委員に、丸山 高裕さん、
小池 充さん、宮谷 昇さん、羽田 作衛さんが、同補充員に、西依 清治さん、荻原 正則さん、
柳澤 孝一さん、今井 つや子さんが選出されました。

審議結果
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一
般
質
問

１, 田
た

福
ふく

　光
こう

規
き

　議員･･････････ P10
⑴ 上下水道料金25%引き上げについて 

⑵ 移住定住の促進、空家バンクについて

２, 阿
あ

部
べ

　由
ゆ

紀
き

子
こ

　議員････････ P11
⑴ 命を守る為の熊への対策を

⑵ 作物や生活を守る為の獣害対策

３, 荻
おぎ

野
の

　友
とも

一
かず

　議員･･････････ P12
⑴ ふるさと納税について

⑵ 長和町長期総合計画について

４, 髙
たか

田
だ

　傑
すぐる

　議員････････････ P13
⑴ 長和町の観光について

⑵ 町の空き家問題について 

５, 諫
いさ

山
やま

　三
さ

武
ぶ

　議員･･････････ P14
⑴ 保育園における主食持参について

⑵ 国道142号沿いの沿道管理について

６, 佐
さ

藤
とう

　恵
けい

一
いち

　議員･･････････ P15
⑴ 道路の草刈り等の維持管理について

⑵ 景観維持施策について

７, 龍
たつ

野
の

　一
かず

幸
ゆき

　議員･･････････ P16
⑴ NEXT VISION Ⅵについて

⑵ 投票率について

８, 城
じょうない

内　たき子　議員････････ P17
⑴ 活性化施設「蔵」について

⑵ シェア型移住体験施設「NAU」について

　

★ 

議
員
の
質
問
時
間
は
、
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
す
。

　
　
「
議
会
だ
よ
り
」
で
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
議
員
が
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
原
稿
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

８
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う

12
月
定
例
会
で
は
、
12
月
12
日
（
金
）
と
15
日
（
月
）
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

８
人
の
議
員
が
町
の
課
題
に
つ
い
て
質
し
ま
し
た
。
　

一般質問
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２
人
世
帯
で
２５
％
の
値
上

げ
と
な
れ
ば
、
月
の
利
用
料

金
は
約
１
万
円
、
月
２
５
０

０
円
、
年
３
万
円
も
の
値
上

げ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、

上
下
水
道
料
金
の
２５
％
値
上

げ
、
賛
成
０
％
、
諸
物
価
高

騰
の
最
中
、
反
対
４１
％
、
上

げ
幅
が
大
き
す
ぎ
る
３７
％
、

ま
ず
、
説
明
し
て
ほ
し
い

２１
％
と
い
う
結
果
で
し
た
。

諸
物
価
高
騰
の
最
中
、
値
上

げ
分
の
総
額
、
あ
る
い
は
そ

の
半
額
で
も
一
般
会
計
で
繰

入
れ
、
町
民
の
負
担
を
少
な

く
す
る
事
の
検
討
を
。

  

町
長 
町
の
水
道
料
金
は
、

近
隣
他
市
町
村
と
比
べ
安
い

料
金
設
定
で
す
。
し
か
し
、

今
の
ま
ま
で
は
施
設
の
老
朽

化
対
策
が
進
ま
な
い
状
況
で

す
。
町
の
財
政
が
非
常
に
厳

し
い
中
、
更
に
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
額
を
増
や
す
事
は
、

現
在
、
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

  「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
も
、

２１
％
の
方
が
「
ま
ず
、
説
明

し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
を

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
算

編
成
前
に
、「
水
道
事
業
懇

談
・
説
明
会
」
の
開
催
を
。

  

産
業
建
設
課
長 

料
金
改
定

は
、
町
議
会
議
員
、
住
民
及

び
企
業
の
代
表
者
、
ま
た
学

識
経
験
者
の
方
で
構
成
し
た

上
下
水
道
事
業
審
議
会
で
議

論
し
答
申
を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
、
料
金
改
定
の
条
例
案

を
提
出
さ
せ
て
頂
き
、
そ
の

後
、
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
町
民
の
皆
様
に
周
知

を
行
う
予
定
で
す
。
そ
の
過

程
で
、
料
金
改
定
の
町
民
説

明
会
の
開
催
を
検
討
し
ま
す
。

  

今
後
の
上
下
水
道
料
金
の

値
上
げ
に
関
す
る
予
定
は
？

  

産
業
建
設
課
長 

来
年
３
月

議
会
に
値
上
げ
条
例
案
を
提

出
し
、
４
ケ
月
の
周
知
期
間

を
経
て
、
実
施
予
定
で
す
。

  

令
和
４０
年
度
ま
で
の
料
金

値
上
げ
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
３５
年
間
、
５
年
毎
に

１５
～
２５
％
の
値
上
げ
を
続
け

て
い
き
、
３５
年
後
に
は
現
行

の
４
５
５
％
、
４
・
５ 

５
倍

に
な
る
と
い
う
試
算
に
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
水
道
料

金
は
、
２
人
世
帯
の
方
で
月

約
１
万
円
で
す
の
で
、
３５
年

後
に
は
月
４
万
５
５
０
０
円

も
の
料
金
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
水
道
料
金
を
払
え
な

い
世
帯
が
多
数
生
ま
れ
る
事

態
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
上
下

水
道
料
金
２５
％
引
き
上
げ
の

見
直
し
・
再
検
討
を
要
望
し

ま
す
。

  

産
業
建
設
課
長 

町
は
、
上

下
水
道
審
議
会
の
答
申
に

沿
っ
た
形
で
料
金
改
定
を
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
負
担
の
軽
減
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
検
討
し

て
い
ま
す
。

一
般
会
計
繰
入
れ
、
町
民
負
担
軽
減
を
！

町
財
政
が
非
常
に
厳
し
い
為
、
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

上
下
水
道
料
金
２５
％
引
き
上
げ
に
つ
い
て

田福 光規
 議員

「
水
道
事
業
懇
談
・
説
明
会
」
の
開
催
を
！

― 

値
上
げ
条
例
の
決
定
後
、
検
討
し
ま
す
。

一般質問
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阿部 由紀子
 議員

地
域
猫
へ
の
理
解
と
仕
組
み
づ
く
り
を

Ｈ
Ｐ
等
で
の
広
報
活
動
を
継
続
し
て
い
く

  

町
内
の
ク
マ
の
出
没
は
実

際
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
か
。

  

今
年
の
目
撃
情
報
は
計
４

件
で
あ
る
。

  　

例
年
の
目
撃
情
報
は
５
～

６
件
程
度
で
今
年
特
に
多
い

と
い
う
状
況
で
は
な
い
。

  

他
の
自
治
体
で
は
、
赤
外

線
ド
ロ
ー
ン
や
Ａ
Ｉ
自
動
撮

影
カ
メ
ラ
を
取
り
入
れ
、
通

報
時
に
職
員
が
危
険
な
現
場

へ
入
ら
ず
生
息
状
況
を
確
認

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

長
和
町
で
も
有
効
な
の
で
は

な
い
か
。

  

上
小
地
域
の
ク
マ
対
策

会
議
の
協
議
内
容
等
も
踏

ま
え
検
討
し
て
い
き
た
い
。

  

改
正
「
鳥
獣
保
護
管
理
法
」

で
市
街
地
の
ク
マ
に
対
し
て

町
長
判
断
で
の
緊
急
銃
猟
が

可
能
と
な
っ
た
が
町
で
は
ど

の
よ
う
な
準
備
を
進
め
て
い

る
か
。

  
産
業
振
興
課
長 

環
境
省
の

緊
急
銃
猟
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

内
容
に
準
拠
し
現
在
作
成
の

準
備
を
し
て
い
る
が
慎
重
か
つ

的
確
な
運
用
が
求
め
ら
れ
る
。

  

活
用
さ
れ
て
い
な
い
果
樹

  

Ｔ
Ｎ
Ｒ
の
実
績
は
。

  

令
和
２
年
度
は
０
、
令
和

３
年
度
は
１５
匹
、
令
和
４
年

度
は
７９
匹
、
令
和
５
年
度
は

２６
匹
、
令
和
６
年
度
は
２０
匹

で
あ
る
。
令
和
７
年
度
は
１１

月
末
時
点
で
計
１０
匹
の
申
請

が
あ
る
。

  　

地
域
猫
活
動
は
、
無
秩
序

な
繁
殖
行
動
を
防
ぎ
、
不
幸

（
柿
、
栗
な
ど
）
が
あ
れ
ば
、

餌
場
に
な
る
の
で
収
穫
を
す

る
か
伐
採
を
促
す
な
ど
の
周

知
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。  

ク
マ
対
策
に
つ
な
が
る
よ
う

な
情
報
の
周
知
に
つ
い
て
も

今
後
検
討
し
て
い
く
。

に
な
る
猫
を
一
匹
で
も
減
ら

す
活
動
で
あ
る
。

  　

上
田
市
で
は
猫
の
死
亡
収

容
数
は
、
平
成
２４
年
度
は
２

４
３
件
だ
っ
た
が
、
令
和
４
年

度
に
は
２２
件
に
ま
で
減
り
か

な
り
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

  

さ
く
ら
ね
こ
活
動
を
行
っ

て
い
た
方
の
死
去
や
、
餌
や

り
を
し
て
い
た
方
の
転
居
に

よ
り
、
対
応
に
困
っ
た
事
例

が
あ
っ
た
。

  　

Ｔ
Ｎ
Ｒ
や
地
域
猫
活
動
は
、

か
わ
い
そ
う
な
猫
を
助
け
た

い
人
も
、
野
良
猫
の
ふ
ん
尿
・

鳴
き
声
で
迷
惑
を
受
け
て
い

る
人
も
、
共
に
地
域
の
問
題
と

し
て
取
り
組
む
活
動
で
あ
る
。

  　

個
人
が
一
人
で
背
負
い
込

ま
な
い
よ
う
な
仕
組
み
づ
く

り
は
で
き
な
い
か
。

  

地
域
猫
活
動
は
、
行
政
・

地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

三
者
合
意
が
原
則
で
地
域
が

見
守
る
こ
と
が
前
提
に
あ
る
。

  　

餌
や
り
さ
ん
だ
け
が
責
任

を
負
わ
な
い
よ
う
、
引
き
続

き
広
報
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

ク
マ
出
没
に
よ
り
鹿
柵
点
検
も
困
難
に

県
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
準
じ
周
知
を
徹
底

命
を
守
る
為
の
熊
へ
の
対
策
を

公
益
財
団
法
人
「
ど
う
ぶ
つ
基
金
」
ポ
ス
タ
ー

 「
Ｔ
Ｎ
Ｒ
」と
は
。

 Trap	

（
捕
獲
）

　

 N
euter	（

不
妊
・
去
勢
）

　

 Return	（
元
の
場
所
に
戻
す
）

の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、

地
域
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指

す
た
め
の
管
理
手
法
。

★

語
句
解
説
★

一般質問
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荻野 友一
 議員

長
期
総
合
計
画
の
達
成
度
は
ど
う
か

公
約
は
お
お
む
ね
実
施
で
き
て
い
る

明
ら
か
に
し
て
、
町
政
運
営
の

最
も
基
本
と
な
る
も
の
で
す
。

  　

四
つ
の
基
本
目
標
◇
地
域
産

業
の
振
興
で
働
い
て
み
た
く
な

る
ま
ち
◇
観
光
・
交
流
文
化
の

構
築
で
ひ
と
の
流
れ
を
呼
び
込

む
ま
ち
◇
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・

育
児
・
子
育
て
を
切
れ
目
な
く

支
援
す
る
環
境
を
整
え
、
子
育

て
し
た
く
な
る
ま
ち
◇
安
全
・

安
心
な
環
境
の
確
保
で
、
暮
ら

し
続
け
た
く
な
る
ま
ち
。
こ
れ

ら
を
達
成
で
き
る
よ
う
事
業

を
実
施
し
て
い
く
事
に
な
り
ま

す
。
調
整
不
足
、
財
政
事
情
で

実
施
を
見
送
る
事
業
も
あ
っ
た

が
、
公
約
で
上
げ
た
施
策
は
お

お
む
ね
実
施
で
き
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

  

ふ
る
さ
と
納
税
は
地
方
自
治

体
に
と
っ
て
重
要
な
財
源
に

な
り
つ
つ
あ
る
が
、
今
年
四
月

に
創
設
さ
れ
た
特
別
任
務
室

設
立
の
経
緯
と
目
的
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。

  

町
長 

ふ
る
さ
と
納
税
は
自

分
の
生
ま
れ
故
郷
や
応
援
し

た
い
自
治
体
に
、
寄
付
金
と
い

う
形
で
直
接
的
に
応
援
・
貢

献
で
き
る
制
度
で
す
。
現
在

で
は
全
国
で
一
兆
円
を
超
え
る

産
業
に
な
っ
て
い
ま
す
。
厳
し

い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
、
財

源
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
中
で
特
別
任
務
室

を
中
心
と
し
て
、
関
係
す
る
諸

機
関
な
ど
と
の
連
携
と
創
意

工
夫
に
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
の

増
収
に
取
り
組
む
こ
と
が
課

題
だ
と
考
え
て
い
る
。

  

ふ
る
さ
と
納
税
特
別
任
務
室

が
設
置
さ
れ
、
長
和
町
に
お

い
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
し

ど
の
よ
う
に
対
処
し
、
厳
し

い
町
財
政
の
救
済
策
の
一
つ
と

し
て
収
入
増
を
め
ざ
す
の
か
。

  

ふ
る
さ
と
納
税
特
別
任
務

室
長 

ふ
る
さ
と
納
税
の
運
用

に
つ
い
て
、
新
た
な
返
礼
品
事

業
者
の
開
拓
や
ふ
る
さ
と
納

税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
運
用
拡

大
な
ど
に
よ
り
寄
付
額
の
増

額
を
図
る
と
と
も
に
、
町
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
げ
相
乗
効

果
に
よ
る
地
域
産
業
の
活
性

化
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
き
た
い
。

  

全
国
で
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
す
る
動
き
が
激
し
く
な
っ

て
い
る
中
で
、
こ
の
制
度
を

効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
に
、

長
和
町
全
体
で
寄
付
金
の
増

収
を
図
る
施
策
が
必
要
に
な

る
が
、
行
政
・
住
民
協
働
の

活
動
の
た
め
の
具
体
的
な
施

策
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
。

  

町
長 

奨
励
品
認
定
制
度
や

既
存
事
業
者
と
の
綿
密
な
連

携
を
図
る
と
共
に
、
各
般
に
わ

た
り
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ

た
い
。
ま
た
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
通

じ
て
町
を
挙
げ
た
取
り
組
み

が
住
民
協
働
に
繋
が
る
と
考

え
る
。
町
民
が
長
和
町
の
魅

力
を
再
認
識
し
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
通
じ
て
、
町
民
が
愛

す
る
自
ら
の
ふ
る
さ
と
を
町
民

自
身
で
町
外
へ
魅
力
発
信
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

  

第
二
次
長
和
町
長
期
総
合
計

画
の
後
期
計
画
も
最
後
の
年

度
を
迎
え
、
総
合
計
画
の
今
年

度
ま
で
の
達
成
度
に
つ
い
て
町

長
の
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

  

町
長 

長
期
総
合
計
画
と
は
、

長
期
的
な
展
望
に
基
づ
い
て
、

将
来
目
標
を
示
す
と
と
も
に
、

行
政
運
営
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
行
う
た
め
、
各
分
野
に

お
け
る
計
画
や
事
業
の
指
針
を

ふるさと納税

ふ
る
さ
と
納
税
を
ど
う
増
収
す
る
か

特
任
室
を
中
心
に
協
働
で
取
り
組
む

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

一般質問
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長
和
町
の
観
光
推
進
体
制
の
方
向
性
に
つ
い
て

長
和
町
観
光
振
興
計
画
（
案
）
の
策
定
計
画
へ

長
和
町
の
観
光
に
つ
い
て

髙田 　傑
 議員

様
が
、「
長
和
町
の
観
光
」
を

テ
ー
マ
に
様
々
な
意
見
を
出

し
合
え
る
場
を
設
け
る
。
長

和
町
の
観
光
を
未
来
へ
繋
げ

る
為
の
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を

集
約
し
な
が
ら
、「
長
和
町
観

光
振
興
計
画
（
案
）」
を
策
定

に
向
け
取
り
組
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。

て
い
る
。
令
和
７
年
度
中
に
原

案
を
策
定
し
、
令
和
８
年
度

に
は
、
そ
の
原
案
を
基
に
、
町

及
び
観
光
に
関
係
す
る
団
体
、

町
内
外
の
観
光
事
業
者
、
長

和
町
を
訪
れ
「
空
き
家
対
策
」

「
山
村
再
生
」
等
に
取
り
組
む

学
生
、
長
和
町
へ
移
住
さ
れ

た
皆
様
、
そ
し
て
町
民
の
皆

  

観
光
産
業
は
、
長
和
町
に

お
け
る
外
貨
獲
得
や
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
向
上
の
要
と
な
る

が
、
現
状
の
観
光
協
会
の
体

制
で
は
、
十
分
な
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
活
か
し
き
れ
て
い
な
い

部
分
も
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

  　

町
と
し
て
、
観
光
推
進
に
お

け
る
現
状
の
課
題
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

  

産
業
建
設
課
長 

長
和
町

に
は
、
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
黒
耀
石
文
化
と
体
験
型

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
中
山
道
に
お

け
る「
和
田
宿
」「
長
久
保
宿
」、

ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
、
長
門
牧
場
、「
マ

ル
メ
ロ
の
駅
な
が
と
」「
和
田

宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
２

つ
の
道
の
駅
、「
や
す
ら
ぎ
の

湯
」「
ふ
れ
あ
い
の
湯
」
と
い

う
２
つ
の
日
帰
り
温
泉
施
設
、

個
性
豊
か
な
ペ
ン
シ
ョ
ン
群
や

そ
れ
ぞ
れ
情
緒
を
残
し
た
宿

泊
施
設
、
そ
し
て
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
別
荘
地
な
ど
、

本
物
か
つ
価
値
の
高
い
観
光

資
源
を
有
し
て
い
る
。

  　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

観
光
資
源
が
、町
内
に
「
点
在
」

し
て
お
り
、
個
々
に
観
光
誘

客
活
動
等
を
行
っ
て
い
る
為
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
誘
客
、

観
光
消
費
等
に
繋
が
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
こ
と
が
課
題

だ
と
考
え
て
い
る
。

  

行
政
・
観
光
協
会
・
地
域

事
業
社
（
者
）・
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
観
光
を
連
携
・
推

進
し
て
い
く
為
に
は
、
体
制

強
化
、
役
割
分
担
の
明
確
化
、

協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

  　

長
和
町
の
今
後
の
観
光
推
進

体
制
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
現

時
点
で
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

  

産
業
建
設
課
長 

町
は
観
光

協
会
と
連
携
し
、
本
年
度
よ

り
「
点
在
」
す
る
観
光
資
源

を
「
面
」
と
し
て
捉
え
、
長

和
町
の
観
光
行
政
に
お
け
る

「
指
針
」
や
「
目
標
」
を
定
め
、

未
来
の
長
和
町
へ
繋
げ
る
為

の
「
長
和
町
観
光
振
興
計
画

（
案
）」
の
原
案
作
り
を
進
め

美しの塔

一般質問
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諫山 三武
 議員

  

長
和
町
の
保
育
園
で
は
、

週
２
日
は
園
で
主
食
を
提
供

し
、
週
３
日
は
家
庭
か
ら
白

米
を
持
参
す
る
主
食
持
参
制

度
が
続
い
て
い
る
。
令
和
４

年
「
保
育
園
の
利
用
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
６２
・

５
％
が
毎
日
主
食
を
園
で
提

供
し
て
ほ
し
い
と
回
答
。
核

家
族
化
や
共
働
き
世
帯
、
移

住
者
の
増
加
な
ど
社
会
環
境

の
変
化
の
中
で
制
度
が
保
護

者
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
実

態
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

完
全
給
食
が
実
施
さ
れ
て
い

な
い
理
由
は
。

  

保
健
福
祉
課
長 

ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
「
有
料
で
も
提
供
し

て
も
ら
い
た
い
」
２５
％
、「
無

料
で
あ
れ
ば
提
供
し
て
も
ら

い
た
い
が
有
料
に
な
る
な
ら

現
行
ど
お
り
で
よ
い
」
３７
・

５
％
、「
現
行
ど
お
り
で
よ
い
」

２６
・
３
％
、「
毎
日
持
参
で
よ

い
」
６
・
３
％
だ
っ
た
。
毎
日

主
食
提
供
を
望
む
声
は
６２
・

５
％
だ
が
、
費
用
負
担
を
考

慮
し
、
現
行
ど
お
り
の
提
供

と
し
て
い
る
。

  

主
食
持
参
制
度
を
今
後
も

継
続
す
る
方
針
な
の
か
。

  

主
食
持
参
は
子
ど
も
の
成

長
や
体
調
、
そ
の
日
の
食
欲

に
応
じ
た
量
の
調
整
が
で
き
、

保
護
者
が
食
事
内
容
を
把
握

し
や
す
い
利
点
が
あ
る
。
弁

当
を
包
む
、
縛
る
と
い
っ
た

行
為
が
手
先
の
発
達
に
つ
な

が
る
面
も
あ
る
。
今
後
は
食

パ
ン
な
ど
主
食
の
持
参
に
つ

い
て
も
保
護
者
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

  

米
不
足
な
ど
供
給
不
安
が

再
発
し
た
場
合
の
対
応
は
。

  

代
替
食
の
持
参
や
大
規
模

農
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど

状
況
に
応
じ
た
対
応
を
検
討

し
た
い
。

  

完
全
給
食
化
に
必
要
な
体

制
や
費
用
は
。

  

水
曜
日
を
パ
ン
又
は
麺
の

日
と
し
、
週
４
日
を
ご
は
ん

提
供
と
し
た
場
合
、
令
和
６

年
度
の
給
食
提
供
日
数
で
試

算
す
る
と
、
３
歳
以
上
児
６９

人
分
と
検
食
を
含
む
食
材
費

は
年
間
約
６７
万
円
。
毎
日
主

食
を
提
供
す
る
場
合
、
調
理
・

配
膳
・
食
器
洗
浄
な
ど
業
務

が
増
え
る
。
各
園
に
半
日
勤

務
の
調
理
員
を
１
名
ず
つ
増

員
す
る
と
人
件
費
は
１
名
１

５
０
万
円
（
２
名
で
３
０
０

万
円
）。
合
計
約
３
６
７
万
円

が
必
要
。
令
和
６
年
度
の
保

育
園
全
体
の
食
材
費
と
調
理

用
衛
生
品
の
歳
出
合
計
は
１

３
３
４
万
円
。
こ
れ
に
光
熱

水
費
や
栄
養
士
・
調
理
員
６

保
育
園
の
主
食
持
参
制
度
は
妥
当
か

保
護
者
の
意
向
調
査
を
行
い
た
い

保
育
園
に
お
け
る
主
食
持
参
に
つ
い
て

名
分
の
人
件
費
が
加
わ
る
。

  

完
全
給
食
化
の
将
来
効
果

を
ど
う
評
価
す
る
か
。

  

町
で
は
給
食
費
や
医
療
費

の
無
償
化
な
ど
子
育
て
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
毎
日

の
主
食
提
供
に
は
財
政
面
と

保
護
者
皆
様
の
統
一
し
た
方

向
性
が
必
要
な
た
め
、
意
向

調
査
な
ど
に
よ
り
保
護
者
の

考
え
や
ニ
ー
ズ
を
伺
い
た
い
。

公立保育施設がある全国 1414 の市区町村の保育課に対して行った
電話調査の結果、長野県は主食持参の割合が高い都道府県ワースト
10 の 5 位だった（2025 年、BABY JOB 株式会社）

主食持参の
割合が高い

都道府県ワースト10

市区町村数
（公立保育施設有）

主食持ち込みあり 主食持ち込みなし 分からない・各園判断

市町村数 % 市町村数 % 市町村数 %

全国合計 1414 416 29.4%  790 55.9% 208 14.7%

1位 富山県 14 11 78.6%  2 14.3%  1 7.1%

1位 佐賀県 14 11 78.6%  2 14.3%  1 7.1%

3位 福井県 16 11 68.8%  5 31.3%  0 0.0%

4 位 山形県 27 18 66.7%  6 22.2%  3 11.1%

5 位 長野県 77 49 63.6%  19 24.7%  9 11.7%

5位 熊本県 22 14 63.6%  4 18.2%  4 18.2%

7位 石川県 18 10 55.6%  7 38.9%  1 5.6%

8 位 新潟県 26 14 53.8%  9 34.6%  3 11.5%

9 位 広島県 19 10 52.6%  7 36.8%  2 10.5%

10 位 岩手県 27 14 51.9%  7 25.9%  6 22.2%

一般質問
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佐藤 恵一
 議員

  

国
道
１
５
２
号
線
沿
線
（
特

に
役
場
前
）
を
幹
線
エ
リ
ア

と
し
て
位
置
付
け
た
景
観
形

成
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内

容
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

  

町
長 

長
和
町
景
観
計
画
に

お
い
て
、
国
道
１
５
２
号
線

武
石
橋
か
ら
大
和
橋
交
差
点
、

国
道
２
５
４
号
線
依
田
窪
病

院
入
口
交
差
点
か
ら
五
反
田

入
口
付
近
ま
で
の
沿
道
は
、

来
訪
者
に
対
し
て
本
町
の
第

一
印
象
を
与
え
る
基
本
的
空

間
と
し
て
景
観
上
の
一
般
地

域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
同

地
区
の
景
観
形
成
の
基
本
理

念
は
「
に
ぎ
わ
い
と
生
活
の

豊
か
さ
を
味
わ
え
る
景
観
づ

く
り
」
と
し
て
い
る
。

  

住
民
生
活
課
長 

指
摘
の
沿

道
に
お
け
る
雑
草
や
ご
み
の

放
置
等
現
状
と
し
て
景
観
計

画
が
目
指
す
将
来
像
と
必
ず

し
も
整
合
し
て
い
な
い
点
を

認
識
し
て
い
る
。
除
草
・
清

掃
活
動
の
実
施
体
制
の
強
化

を
は
か
る
と
と
も
に
関
係
団

体
と
の
協
働
に
よ
る
沿
道
美

化
活
動
を
促
進
す
る
な
ど
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
た
い
。

  

カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
（
被
覆
作

物
）
を
活
用
し
た
景
観
形
成

と
農
地
管
理
の
た
め
に
実
証

実
験
の
実
施
を
提
案

  

産
業
建
設
課
長 

カ
バ
ー
ク

ロ
ッ
プ
の
メ
リ
ッ
ト
は
（
草

刈
り
の
軽
減
、
景
観
形
成
等
）

多
岐
に
わ
た
る
と
認
識
し
て

い
る
が
、
播
種
か
ら
定
着
ま

で
に
労
力
と
時
間
が
か
か
り

安
定
し
た
被
覆
ま
で
２
～
３

年
を
要
す
る
。
課
題
解
決
に

向
け
た
技
術
の
実
証
や
確
立

が
重
要
で
あ
る
。

　
　

草
刈
り
等
の
負
担
軽
減
に

な
る
が
管
理
が
不
要
と
な
る

わ
け
で
は
な
い
。
課
題
解
決

に
あ
た
っ
て
は
農
業
者
の
み

な
ら
ず
、
地
域
ぐ
る
み
の
機

運
の
醸
成
や
住
民
の
皆
様
の

理
解
と
持
続
的
な
参
画
が
不

可
欠
。

＊
長
和
町
景
観
計
画
（
令
和
６

年
策
定
）
①
建
物
等
の
形
態
、

高
さ
等
の
調
和
を
図
る
指
導

②
沿
道
の
植
栽
環
境
の
向
上
の

た
め
の
適
切
な
管
理
を
促
す
。

農
地
、
法
面
に
カ
バ
ー
ク
ロッ
プ
活
用
の
実
証
実
験
を

地
域
の
皆
様
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
た
い

国
道
１
５
２
号
線（
役
場
前
）沿
線
の
雑
草
、ご
み
放
置

適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
た
い

道
路
の
草
刈
り
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

国道 152 号線 沿線の雑草

一般質問
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  「
住
民
の
安
全
の
為
消
防
団

活
動
を
支
援
す
る
」、
の
公
約

が
あ
る
。
消
防
団
か
ら
の
意

見
は
、
財
政
難
と
い
う
事
で

必
要
資
材
や
活
動
費
が
不
足

し
が
ち
、
で
あ
る
。
そ
こ
で
宝

く
じ
助
成
金
や
国
の
補
助
金

を
も
っ
と
活
用
し
、
機
動
力

の
向
上
や
要
望
に
対
処
で
き

な
い
か
と
言
う
も
の
で
あ
る
。

未
使
用
の
車
両
や
詰
所
は
無

駄
な
費
用
と
捉
え
、
ど
の
程

度
あ
り
、
維
持
費
と
今
後
の

そ
れ
ら
の
対
応
を
確
認
す
る
。

  

総
務
課
長 

車
輛
１
台
と

詰
所
が
２
か
所
あ
る
。
年
間

２３
万
円
の
維
持
費
が
か
か
っ

て
お
り
、
所
轄
す
る
分
団
に

確
認
し
、
廃
車
や
廃
止
を
検

討
し
て
行
く
。

  

宝
く
じ
の
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
助
成
金
は
限
度
が
２

５
０
万
円
で
あ
る
。
こ
こ
数

よ
そ
６５
％
と
多
い
。
武
石
地

区
の
人
口
を
基
準
に
し
た
た

め
だ
が
、
入
院
患
者
数
は
こ

こ
数
年
平
均
、
当
町
２５
・５
％
、

上
田
市
４９
・
７
％
の
利
用
割

合
で
あ
る
。
下
り
搬
送
強
化

な
ど
で
依
田
窪
病
院
は
重
要

な
役
割
を
担
う
。
負
担
率
改

定
の
検
討
を
す
べ
き
だ
が
。

  

保
健
福
祉
課
長 

患
者
数

割
を
以
前
か
ら
協
議
し
て
い

る
が
困
難
な
状
況
。
し
か
し
、

運
営
の
状
況
も
変
わ
っ
て
き

て
お
り
、
上
小
地
域
に
は
不

可
欠
な
施
設
と
し
て
、
引
き

続
き
協
議
を
行
っ
て
行
く
。

  「
魅
力
あ
る
保
育
園
・
小
中

学
校
の
運
営
」
と
あ
る
。
人

口
減
少
対
策
に
絡
め
た
も
の

か
。
田
舎
な
ら
で
は
の
体
験

学
習
な
ど
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
以
下
Ｈ
Ｐ
）の
前
面
に
出

す
な
ど
、
教
育
面
か
ら
当
町

年
は
そ
れ
を
は
る
か
に
下
回

る
申
請
だ
が
、
な
ぜ
有
効
に

使
わ
な
い
の
か
事
由
を
聞
く
。

  
総
合
政
策
課
長 

限
度
額

に
は
達
し
て
い
な
い
が
、
要

望
に
沿
い
、
助
成
対
象
と
な

る
範
囲
で
ま
と
め
た
結
果
で

あ
る
。

  

財
政
難
で
あ
る
な
ら
ば
、

防
災
関
係
に
限
ら
ず
助
成
金

や
補
助
金
の
申
請
に
真
剣
に

取
り
組
む
専
任
者
の
必
要
性

を
強
く
感
じ
る
が
。

  

総
務
課
長 

財
政
管
財
係
、

企
画
政
策
係
で
特
定
財
源
の

活
用
に
つ
い
て
研
究
・
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
行
く
。

  「
依
田
窪
病
院
・
老
人
保
健

施
設
の
安
定
経
営
を
目
指
す
」

と
あ
る
が
、
当
町
と
上
田
市

と
の
負
担
率
は
人
口
割
で
決

め
ら
れ
て
い
る
。
当
町
が
お

の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
た
ら
ど
う
か
。

  

教
育
長 

人
口
対
策
に
絡
ん

だ
部
分
も
あ
る
が
、
子
供
達

が
主
役
と
な
る
安
心
で
き
る
居

場
所
づ
く
り
が
重
要
。
活
躍

の
場
と
達
成
感
あ
る
行
事
や

活
動
を
提
供
し
、
自
己
肯
定

感
の
育
成
も
目
指
し
て
い
く
。

  

教
育
課
長 

小
学
校
の
Ｈ

Ｐ
で
は
体
験
学
習
な
ど
の
記

事
は
載
せ
て
い
る
が
、
町
の

Ｈ
Ｐ
も
検
証
し
改
善
を
図
っ

て
い
く
。

龍野 一幸
 議員

返
済
不
要
助
成
金
の
発
掘
と
有
効
活
用
を

関
係
部
署
で
確
認
し
、し
っ
か
り
と
対
応
し
て
行
く

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ　

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ　

Ⅵ
に
つ
い
て

長野県　宝くじコミュニティ助成

助成事業項目 事業実施主体 主な実績 限度額 ( 万円 )

一般コミュニティ 町・自治会・区 エアコン・複合機・草刈り機
テント・除雪機・机・いす等 100 ～ 250

コミュニティセンター 町・自治会・区 2,000

地域防災組織育成 町 
自主防災組織 他

除雪機・蓄電器・投光器・AED・
ヘルメット・防寒着・長靴等 30 ～ 200

青少年健全育成 町・町認可コミュニティー組織 子供にちなんだ行事等 30 ～ 100

地域づくり 町 ( その他 ) バリアフリー対応車両・遊具など
祭・式典など 200 ～ 1000

地域の芸術環境づくり 町・指定管理者・実行委員会他 芸術祭や音楽祭など ～ 500

地域国際化推進 町認可コミュニティー
国際交流組織 姉妹都市との交流事業など ～ 200

一般質問
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城内 たき子 
議員

  

こ
こ
で
言
う
「
活
性
化
」

と
は
何
を
ど
う
す
る
事
か
。

  

産
業
建
設
課
長  

農
産
物

等
を
利
用
し
た
特
産
品
の
開

発
等
に
よ
り
農
業
・
地
場
産

業
を
振
興
す
る
こ
と
、
併
せ

て
地
域
で
の
文
化
活
動
を
通

じ
て
農
業
農
村
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
、
で
あ
る
。

  

何
に
使
わ
れ
て
き
た
か
。

  

産
業
建
設
課
長 

開
設
時

は
「
味
工
房
や
ま
ぶ
き
」
に

よ
る
豆
腐
・
味
噌
・
ジ
ャ
ム

等
の
製
造
・
研
究
拠
点
。
そ

の
後
会
員
の
高
齢
化
や
農
作

物
加
工
を
取
り
巻
く
状
況
変

化
に
よ
り
利
用
が
途
絶
え
て

し
ま
っ
た
。
現
在
は
Ｊ
Ａ
女

性
グ
ル
ー
プ
や
地
域
の
農
業

者
、
加
工
製
造
を
手
掛
け
る

住
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門
と

し
て
会
議
・
音
楽
活
動
等
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

  
活
性
化
に
役
立
っ
た
か
。

  
産
業
建
設
課
長 

地
域
へ

の
貢
献
度
も
大
き
く
、
公
益

に
資
す
る
施
設
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

  「
蔵
」
の
他
に
活
性
化
を
う

た
っ
た
施
設
は
あ
る
か
。

  

産
業
建
設
課
長 

和
田
に

「
長
和
町
女
性
・
若

者
等
活
動
促
進
施

設
」
が
あ
る
。
女

性
及
び
若
者
農
業

者
の
交
流
や
特
産

品
の
開
発
に
よ
り

農
業
農
村
の
活
性

化
を
図
る
事
を
目

的
と
し
て
い
る
。

  

こ
れ
ら
は
空
き

施
設
化
と
な
る
懸

念
は
な
い
か
。

  

産
業
建
設
課
長 

利
用
者
の
高
齢
化

等
の
た
め
、
今
後
の
利
活
用

が
不
透
明
と
な
る
懸
念
が
あ

る
。
新
た
な
利
活
用
の
促
進

を
図
り
た
い
。
施
設
そ
の
も

の
の
老
朽
化
が
進
め
ば
、
施

設
の
統
廃
合
も
含
め
最
適
な

利
活
用
の
形
態
の
検
討
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
。

「
蔵
」
は
活
性
化
に
役
立
っ
て
い
る
か

貢
献
度
も
大
き
く
、公
益
に
資
す
る
施
設
で
あ
る

活
性
化
施
設
「
蔵
」
に
つ
い
て

施
設
利
用
か
ら
移
住
者
増
加
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か

交
流
イ
ベ
ン
ト
開
催
予
定

長
和
町
シ
ェ
ア
型
移
住
体
験
施
設
Ｎ
Ａ
Ｕ
に
つ
い
て

  

総
合
政
策
課
長 

「
Ｎ
Ａ
Ｕ
」

は
移
住
を
具
体
的
に
検
討
し

て
い
る
方
に
向
け
た
施
設
で

あ
る
。
利
用
者
と
地
域
住
民

の
交
流
機
会
や
つ
な
が
り
を

持
て
る
仕
組
み
づ
く
り
や
イ

ベ
ン
ト
を
ナ
ワ
メ
社
と
と
も

に
企
画
・
推
進
中
。

  

体
験
施
設
誕
生
の
経
緯
は
。

  

町
長 

移
住
促
進
の
た
め
平

成
３０
年
７
月
か
ら
「
長
和
町

田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅
」
の

利
用
を
開
始
し
た
。
令
和
５

年
４
月
か
ら
施
設
の
２
階
を

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
活
用

し
、
現
在
の
「
Ｎ
Ａ
Ｕ
」
と
し

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い
る
。

施
設
管
理
は
地
域
お
こ
し
協

力
隊
Ｏ
Ｇ
が
合
同
会
社
ナ
ワ

メ
社
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

  

利
用
状
況
は
。

  

総
合
政
策
課
長 

現
在
ま

で
の
短
期
利
用
件
数
は
６９

件
、
長
期
利
用
件
数
は
９
件
。

  
施
設
利
用
か
ら
移
住
者
増
加

に
つ
な
げ
る
た
め
の
施
策
は
。

活性化施設「蔵」

移住体験施設「NAU」

一般質問
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ネ
ッ
ト
・
サ
イ
ト
の
開
設
や
、
相

談
し
や
す
い
窓
口
開
設
の
要
望
。

◇
子
育
て
す
る
な
ら
長
和
町　

町

民
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
多
く

し
、
散
在
す
る
公
園
や
公
共
施

設
を
集
約
化
に
よ
り
、
子
供
が

安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
の
確
保

を
、
と
い
う
訴
え
。

◇
町
に
望
む
事　

他
町
村
と
の
比

較
検
証
し
適
切
な
職
員
数
を
。

職
員
間
の
引
継
ぎ
、
連
携
が
不

十
分
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
時

が
あ
る
、
厳
密
な
体
制
づ
く
り

を
望
む
声
が
挙
っ
た
。

◇
移
住
促
進　

規
制
が
多
す
ぎ
て

豊
か
な
自
然
の
魅
力
が
半
減
し

て
い
る
。
禁
止
事
項
を
精
査
す
べ

き
。
企
業
誘
致
が
困
難
で
あ
れ

ば
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
に
方
向
転

換
す
る
事
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

他
に
も
、
議
会
答
弁
の
機
械

的
な
原
稿
棒
読
み
へ
の
批
判
、

ス
キ
ー
場
経
営
や
医
療
福
祉
な

ど
の
面
で
、
町
民
の
生
活
に
し

わ
寄
せ
が
来
な
い
よ
う
、
し
っ

か
り
見
張
れ
、
な
ど
の
叱
咤
激

■
１１
月
１５
日
（
土
）
令
和
７
年
度

第
２
回
、
議
会
報
告
懇
談
会
を
、

午
前
、
大
門
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
・
午
後
、
町
民
ホ
ー
ル
で

開
催
し
た
。
２
会
場
と
も
、
こ

の
度
の
選
挙
で
当
選
さ
れ
た
４

名
も
参
加
し
た
。

渡
辺
決
算
特
別
委
員
長
よ
り
、
令

和
６
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ

い
て
の
概
要
報
告
の
あ
と
、
参

加
町
民
主
体
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
の
懇
談
会
を
行
っ

た
。
大
テ
ー
マ
の
「
町
に
望
む

こ
と
・
議
会
に
希
む
こ
と
・
議

員
に
の
ぞ
む
こ
と
」
を
よ
り
具

体
的
に
突
き
詰
め
る
べ
く
、
グ

ル
ー
プ
毎
に
小
テ
ー
マ
を
設
定

し
討
議
し
た
。

▼
午
前
の
部　

大
門
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
（
抜
粋
）

◇
人
口
問
題　

空
き
家
の
荷
物
の

片
づ
け
費
用
に
補
助
金
制
度
。

空
き
家
内
部
の
３
Ｄ
可
視
化
の

提
案
、
水
、
祭
り
等
Ｐ
Ｒ
の
強

化
を
求
め
た
。
◇
光
が
見
え
る

町　

商
業
や
産
業
・
農
業
な
ど

各
方
面
で
の
キ
ー
マ
ン
と
ハ
ブ

人
材
の
発
見
、
擁
立
を
も
っ
て

町
に
繋
い
で
行
く
必
要
性
。

▼
午
後
の
部　

町
民
ホ
ー
ル（
抜
粋
）

◇
議
会
・
議
員
へ
の
要
望　

町
民

が
意
見
を
言
い
易
い
イ
ン
タ
ー

令和七年十一月二六日付　信濃毎日新聞に掲載された記事

励
も
頂
戴
し
た
。
一
方
、
こ
ん

な
に
有
意
義
な
懇
談
会
を
も
っ

と
早
く
知
り
た
か
っ
た
。
告
知

方
法
を
一
考
す
べ
き
で
は
な
い

か
、
と
い
っ
た
有
難
い
ご
意
見

を
賜
っ
た
。

　
　

町
民
の
皆
様
と
普
段
よ
り
近

い
距
離
で
、
様
々
な
角
度
で
お

知
恵
や
発
想
、
訴
え
を
聞
く
事

が
出
来
、
行
政
に
繋
ぎ
改
善
を

働
き
か
け
る
役
目
で
あ
る
事
、

責
任
の
重
さ
を
益
々
実
感
し
た
。

議
会
懇
談
会

懇
談
会
■

委
員
会
視
察
研
修

視
察
研
修

■
広
域
組
合

広
域
組
合
議
会

活
動
報
告

長和長和ののあすあす
住民住民とと町議町議でで
議論議論

龍野 一幸 議員

議会報告懇談会

懇談会
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１２
月
１０
日
（
水
）
長
和
町
商

工
会
・
議
会
議
員
懇
談
会
を
長

和
町
役
場
会
議
室
に
お
い
て
開

催
。
商
工
会
よ
り
中
原
商
工
会

長
、
武
井
・
竹
内
副
会
長
、
佐

藤
青
年
部
長
、森
田
女
性
部
長
、

赤
尾
事
務
局
長
、
小
林
経
営
指

導
員
、議
会
か
ら
は
原
田
議
長
、

他
議
会
議
員
９
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
　

会
議
冒
頭
、
中
原
商
工
会
長

よ
り
「
地
方
経
済
は
高
齢
化
と

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
、
加

え
て
円
安
に
よ
る
原
材
料
費
や

仕
入
価
格
な
ど
コ
ス
ト
高
、
物

価
高
に
よ
る
個
人
消
費
の
落
ち

込
み
が
経
営
に
お
い
て
悪
影
響

が
出
始
め
て
い
る
が
、
策
定
し

た
「
第
２
期
商
工
会
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
」
に
よ
り
地
域
事
業
者

が
持
続
的
発
展
と
事
業
継
続
が

図
れ
る
よ
う
着
実
な
事
業
者
支

援
体
制
に
力
を
い
れ
て
い
る
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

懇
談
会
の
内
容
は
長
和
町
商

工
会
か
ら
議
会
へ
①
議
会
へ
の
要

望
書
に
つ
い
て
②
商
工
会
の
現
況

に
つ
い
て
③
青
年
部
、
女
性
部

の
活
動
に
つ
い
て
説
明
及
び
要

望
を
お
聞
き
し
た
後
、
議
会
か

ら
は
議
会
の
新
体
制
及
び
議
会

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
し

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

長
和
町
商
工
会
、
会
員
事

業
者
の
現
況
な
ど
を
お
聞
き
し

な
が
ら
直
接
意
見
交
換
が
で
き

た
有
意
義
な
懇
談
会
と
な
り
ま

し
た
。
来
年
は
長
和
町
商
工
会

合
併
２０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
記
念
行
事
を
予
定
さ
れ
て
い

　
　

１１
月
１４
日
（
金
）、
国
保
依

田
窪
病
院
と
の
懇
談
会
が
開
催

さ
れ
、
城
下
智
院
長
よ
り
、「
地

域
医
療
と
介
護
の
現
状
に
つ
い

て
」
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。

県
内
で
は
人
口
が
長
野
市
・
松

本
市
に
集
中
し
、
そ
れ
以
外
の

地
域
で
は
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
生

産
年
齢
人
口
が
減
り
続
け
、「
２

０
２
５
年
問
題
」
と
さ
れ
る

医
療
・
介
護
需
要
と
の
ギ
ャ
ッ

る
と
の
こ
と
。
長
和
町
×
長
和

町
商
工
会
×
長
和
町
議
会
の
協

働
に
よ
る
地
域
経
済
の
底
上
げ

（
観
光
・
農
業
・
小
規
模
事
業

者
等
）、
持
続
可
能
な
財
政
・
地

域
運
営
が
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
た
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

プ
が
、
こ
の
地
域
で
も
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

依
田
窪
病
院
は
長
和
町
と
上

田
市
の
組
合
立
で
、
病
院
・
老

健
・
訪
問
看
護
・
居
宅
支
援
の

４
事
業
を
担
い
地
域
医
療
を
支

え
て
い
ま
す
。救
急
体
制
で
は
、

症
状
に
応
じ
て
信
州
上
田
医

療
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
す
る
「
上

り
搬
送
」
と
、
状
態
が
安
定

し
た
患
者
を
地
域
で
受
け
入
れ

る
「
下
り
搬
送
」
を
組
み
合
わ

せ
、
限
ら
れ
た
医
療
資
源
の
中

で
対
応
し
て
い
る
と
の
説
明
で

し
た
。

　
　

ま
た
、
医
師
の
働
き
方
改

革
で
時
間
外
労
働
の
上
限
が
設

け
ら
れ
、
医
師
確
保
が
よ
り
難

し
く
な
る
懸
念
も
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
長
野
県
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
に
沿
い
地
域
の
役
割
分

担
と
連
携
を
推
進
し
て
い
く
事

で
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
体
制
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
と
も
語
ら
れ
、
未

来
に
つ
な
が
る
地
域
医
療
へ
の

希
望
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

地域医療地域医療とと
介護介護のの未来未来をを
考える考える　　　　

阿部 由紀子 議員

国保依田窪病院院長・議会議員懇談会

地域事業者地域事業者のの
持続的発展持続的発展とと
支援体制強化支援体制強化

佐藤 恵一 議員

長和町商工会・議会議員懇談会

長和町商工会との懇談会

懇談会
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■
１２
月
１1
日
（
木
）、
ブ
ラ
ン
シ
ュ
た

か
や
ま
ス
キ
ー
場
を
運
営
す
る
株

式
会
社
マ
ウ
ン
ト
長
和
と
町
議
会

の
懇
談
会
を
開
催
。
事
業
の
現
状

や
今
後
の
運
営
方
針
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
新
た
な
取
り
組
み
や

安
全
対
策
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
昨
シ
ー
ズ
ン
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

ス
キ
ー
場
の
利
用
状
況
が
改
善
し

た
こ
と
や
、
夏
季
の
キ
ャ
ン
プ
事

業
が
安
定
し
て
推
移
し
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
会
社
全
体
の
経

営
状
況
は
改
善
傾
向
に
あ
る
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
一
方
で
、
リ
フ
ト
や
各
種
設
備
の

老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
安
全
な

営
業
を
続
け
る
た
め
に
は
、
今
後

も
計
画
的
な
修
繕
や
設
備
投
資

が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
利
用
に
つ
い
て
は
、

安
全
対
策
を
講
じ
た
う
え
で
試
験

的
に
実
施
さ
れ
、
大
き
な
事
故
は

発
生
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

■
１２
月
１１
日
（
木
）
株
式
会
社 
長

和
町
振
興
公
社
と
町
議
会
と
の

懇
談
会
が
、
役
場
の
第
１
・
２

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

振
興
公
社
よ
り
、
令
和
７
年

度
の
営
業
実
績
と
決
算
見
込
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
、
来
年
度
の

計
画
等
に
つ
い
て
懇
談
会
を
行

い
ま
し
た
。

■
入
館
者
実
績
と�

売
上
実
績
に
つ

い
て

　
　

や
す
ら
ぎ
の
湯
は
、
前
年
比

１
１
５
・
３
％
、
ふ
れ
あ
い
の

湯
は
１
０
６
・
３
％
と
両
施
設

共
に
利
用
者
数
が
伸
び
両
施
設

売
上
合
計
、
１
億
３
８
０
４
万

８
千
円
と
な
り
前

年
比
１
１
８
・
６
％

と
な
る
見
込
み
。

　
　

要
因
と
し
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
も
明
け

旅
行
客
が
増
加
し

て
い
る
事
や
、
武
石

地
区
の
う
つ
く
し

の
湯
の
休
館
に
よ

る
来
客
数
の
増
加

が
要
因
と
の
分
析

だ
っ
た
。
長
和
町
の

重
要
な
観
光
産
業

で
あ
る
温
泉
施
設

の
更
な
る
磨
き
上

げ
を
期
待
し
た
い

で
す
。

髙田 　傑 議員

長和町振興公社・議会議員懇談会

新たな新たな
温泉施設温泉施設のの
未来未来をを考える考える

スキー場スキー場のの
魅力向上魅力向上をを
考える考える

諫山 三武 議員

マウント長和・議会議員懇談会

■
町
出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
藤
森

由
佳
選
手
を
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
迎

え
、
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
ス
キ
ー
場
の
魅
力
向
上
を
図

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
借
入
金
の
返
済
状
況
や

町
へ
の
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
質

疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
魅

力
あ
る
温
泉
施
設
に
向
け
て
の

活
動
報
告

　
　

令
和
７
年
１
月
か
ら
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
た

川
口
隊
員
よ
り
、
温
泉
を
核
と

し
た
誘
客
事
業
の
活
動
報
告
を

し
て
頂
き
ま
し
た
。「
温
泉
の

あ
る
暮
ら
し
」
を
醸
成
し
て
い

き
た
い
と
新
し
い
温
泉
施
設
の

活
用
企
画
な
ど
と
て
も
前
向
き

な
活
動
を
さ
れ
て
お
り
今
後
の

活
動
に
期
待
し
た
い
で
す
。

マウント長和との懇談会

やすらぎの湯

懇談会
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■
道
の
駅
の
さ
ら
な
る
活
性
化
を

め
ざ
し
て

　
　

１２
月
１２
日
（
金
）
長
和
町

役
場
二
階
議
場
に
て
、
株
式
会

社
マ
ル
メ
ロ
エ
イ
ト
と
長
和
町

議
会
議
員
の
懇
談
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
株
式
会
社
マ
ル
メ

ロ
エ
イ
ト
か
ら
は
中
原
代
表
取

締
役
、
齋
藤
常
務
取
締
役
、
芳

澤
執
行
役
員
に
出
席
い
た
だ

き
、
長
和
町
道
の
駅
内
の
「
マ

ル
シ
ェ
黒
耀
」
の
運
営
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
マ
ル
シ
ェ
黒
耀
」
は
令
和

２
年
６
月
に
開
所
さ
れ
令
和
３

年
度
か
ら
令
和
６
年
度
に
は
売

り
上
げ
は
６
割
増
し
に
成
長
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
株
式
会
社

マ
ル
メ
ロ
エ
イ
ト
の
皆
さ
ん
の

努
力
の
結
晶
と
言
え
ま
す
。
ま

た
、
グ
ー
グ
ル
の
口
コ
ミ
評
価

で
も
３
・
９
の
評
価
が
あ
り
、

他
の
道
の
駅
の
産
直
施
設
と
比

べ
て
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

経
営
状
況
と
し
て
は
、

　

〇
気
候
変
動
に
よ
る
農
作
物
収

穫
量
の
増
減
に
よ
る
安
定
経

営
へ
の
影
響

　

〇
生
産
者
組
合
の
規
模
の
縮
小

　

〇
人
手
不
足
と
人
材
不
足
か
ら

の
人
件
費
の
高
騰

　

〇
物
価
高
に
よ
る
経
費
高
騰

　

〇
冬
季
期
間
の
利
用
客
の
減
少

　

〇
設
備
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り

経
営
的
に
は
厳
し
い
時
期
を

迎
え
て
い
る

　

と
の
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
　

町
か
ら
は
指
定
管
理
料
を
お

支
払
い
し
て
経
営
の
下
支
え
を

し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
議
会

■
１２
月
１６
日
（
火
）、
中
学
校
組

合
議
会
・
令
和
７
年
第
１
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
全
員
賛
成
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長

和
町
選
出
議
員
が
改
選
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、
新
た
な
議
長

と
し
て
阿
部
由
紀
子
議
員
が
、

監
査
委
員
と
し
て
龍
野
一
幸
議

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て　

既
定
の
歳
入

歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
９
７
８
万
５

千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
億
５
３
４
６
万
３
千
円
と

す
る
。
理
由
は
補
助
金
不
採
択

と
な
り
、
ト
イ
レ
改
修
工
事
・

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
工
事
・
空
調
設
備

工
事
が
来
年
度
以
降
に
延
期
と

な
っ
た
た
め
で
す
。

中学校中学校のの
設備改善設備改善をを
延期延期　　　　

城内 たき子 議員

上田市長和町中学校組合議会

荻野 友一 議員

マルメロエイト・議会議員懇談会

更なる道の駅更なる道の駅のの
活性化活性化をを
期待する期待する

マルメロエイトとの懇談会

と
し
て
は
町
の
財
政
難
も
考
慮

し
て
、こ
れ
か
ら
も
「
マ
ル
シ
ェ

黒
耀
」
の
発
展
を
お
願
い
し
た

い
旨
を
株
式
会
社
マ
ル
メ
ロ
エ

イ
ト
の
役
員
の
皆
様
に
お
伝
え

し
ま
し
た
。

組合立依田窪南部中学校校舎

懇談会・組合議会報告
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１０
月
１４
日
（
火
）
か

ら
１０
月
２１
日
（
火
）
の

会
期
で
令
和
７
年
１０
月

上
田
地
域
広
域
連
合
議

会
定
例
会
が
開
催
さ

れ
、
令
和
６
年
度
一
般

が
全
員
賛
成
で
認
定
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
．
令
和
６
年
度
上
田
地

域
広
域
連
合
会
計
別
決

算
状
況（
左
上
表
参
照
）

２
．
ふ
る
さ
と
基
金
の
取

り
崩
し
経
過
及
び
経
過

 　

当
基
金
は
平
成
１７
年

度
に
総
計
（
原
資
）
２０

億
３
，
９
０
０
万
円
と

な
り
、
平
成
２１
年
度
か

ら
上
小
地
域
医
療
再
生

計
画
、
平
成
２５
年
度
か

ら
佐
久
医
療
セ
ン
タ
ー

施
設
整
備
、
信
州
上
田

医
療
セ
ン
タ
ー
医
療
機

器
整
備
、、
令
和
元
年

度
か
ら
８
年
度
ま
で
地

域
医
療
対
策
事
業
で
活

用
及
び
活
用
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
　

令
和
７
年
度
末
基
金

残
高
見
込
額
は
３
億
２
，

４
４
８
万
円
で
あ
る
。

３
．
資
源
循
環
型
施
設
建

設
及
び
運
営
に
係
わ
る

負
担
割
合
を
定
め
る
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

令
和
１３
年
度
の
稼
働

開
始
を
目
指
し
て
い

る
「
統
合
ご
み
焼
却
施

設
・
資
源
循
環
型
施
設

建
設
」
に
向
け
て
、
建

設
費
や
管
理
運
営
費
の

負
担
割
合
を
定
め
た
規

約
変
更
（
８
月
の
正
副

連
合
町
会
で
決
定
）
を

予
定
し
て
お
り
、
各
市

町
村
の
１２
月
議
会
に
規

約
変
更
案
を
提
出
す
る

予
定
で
す
。

　
　

こ
の
よ
う
に
救
急
医

療
及
び
医
療
対
策
補
助

金
、
資
源
循
環
型
施
設

建
設
・
管
理
運
営
費
用
、

広
域
消
防
負
担
金
な
ど

上
田
広
域
連
合
負
担
金

は
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
長
和
町
の
負
担
割

合
は
少
な
い
も
の
の
、

ふ
る
さ
と
基
金
分
の
拠

出
も
見
込
ま
れ
ま
す
の

で
今
後
、
町
の
負
担
は

さ
ら
に
増
加
し
財
政
へ

の
圧
迫
は
避
け
ら
れ
な

い
で
し
ょ
う
。

会
計
及
び
特
別
会
計
の

決
算
認
定
及
び
令
和
７

年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
補
正
予
算
、
条
例

改
正
案
１
件
の
審
議
が

行
わ
れ
、
全
て
の
議
案

■
１２
月
１６
日
（
火
）、
依

田
窪
医
療
福
祉
事
務
組

合
議
会
・
令
和
７
年
１２

月
臨
時
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
長
和
町
選
出

議
員
が
改
選
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
て
議
長
選
挙

が
行
わ
れ
、
原
田
恵
召
議

長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
２６
号　
　
　
　
　

依
田
窪
医
療
福
祉
事
務

組
合
職
員
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
２７
号　
　
　
　
　

依
田
窪
医
療
福
祉
事
務

組
合
議
会
の
議
員
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

議
案
第
２８
号　
　
　
　
　

依
田
窪
医
療
福
祉
事
務

組
合
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
者
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
２９
号　
　
　
　
　

依
田
窪
医
療
福
祉
事
務

組
合
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

■
以
上
、
４
つ
の
条
例
の

一
部
改
正
が
全
員
賛
成

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
３０
号　

監
査
委
員

の
任
命
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

■
議
会
よ
り
、
田
福
光
規

議
員
が
組
合
監
査
委
員

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会計別 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 差引残額

一 般 会 計 2,652,601,000 2,670,779,669 2,405,274,522 265,505,147

ふるさと基金
特別会計

125,349,000 143,804,579 110,997,400 32,807,179

介護保険
特別会計

254,197,000 254,546,667 237,953,306 16,593,361

消防
特別会計

2,904,198,460 2,905,267,490 2,849,217,942 56,049,548

小　　計 3,283,744,460 3,303,618,736 3,198,168,648 105,450,088

合　　　計 5,936,345,460 5,974,398,405 5,603,443,170 370,955,235

１．令和６年度上田地域広域連合会計別決算状況（単位：円） ■
上
田
地
域
広
域
連
合
議
会（
渡
辺 

久
人
前
議
員
）

統
合
ご
み
焼
却
施
設
・
資
源
循
環
型
施
設
建
設

令
和
13
年
度
の
稼
働
を
目
指
す

依
田
窪
医
療
福
祉

　
　
　

事
務
組
合
議
会

■
一
部
事
務
組
合
議
会
報
告（
田
福 

光
規
議
員
）

広域議会・組合議会報告
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【アンケート集計結果】
■アンケート集計数：17（未回答項目あり）
■年 代 別 割 合：10代・20代（０）、30代（２）、40代（３）、50代（１）、60代（８）、70代（３）
■地 区 割 合：和田（４）、大門（１）長久保（３）、古町（９）
■懇談会の開催時間：ちょうどよかった（１）、長かった（１２）、短かった（２）
■説 明 内 容：わかりやすかった（７）、わかりにくかった（０）、どちらともいえない（７）

【報告懇談会】の感想・ご意見
■参加者のみなさんの意見（思い）が多く、時間が足りないくらいに感じました。とても有意義な時
間でした。

■福祉支出は仕方ないが、補助金・事業への支出についてはその効果を検証するべきだと思います。
■予算に関する発言を制止せずにほぼ言いたいことを言わせていただきありがとうございました。
■紙面では伝わらないことを中心に説明してほしい。

【ワークショップ】の感想・ご意見
■他の町民のお話を聞けてよかった。自分の意見を伝える機会は少なく、このような機会があれば今
後も参加したい。

■チームそれぞれちがった切口のアイデアが出されとても良いワークショップになったと思います。
■もっとたくさんの人が参加できるといいなと思う。子連れで参加できるよう保育スペースがあると
いいと思った。

▲▼▲▼▲▼▲議会報告懇談会のアンケート集計結果 ▲▼▲▼▲▼▲

令和７年度 11月15 日（土）に開催しました「議会報告懇談会」の
アンケートを以下に紹介します。

令和８年５月 16 日（土）に「令和 8 年度第 1回議会報告懇談会」を午前・午後に１回ずつ予定しています（場
所は未定／日程変更となる場合があります）。
詳細は、町ホームページ・ゆいねっと・N ナビ・第 82 号議会だよりでお知らせします。

 //////次回開催予告 /////////////////////////////////////////////////////////

　長和町議会では議会の活動や運営について、町民の皆様のよりご意見をいただきたく「議会モニ
ター」を募集します。次のとおり募集しますので、希望される方は期限までにお申し込みください。
➢ 任 務 １：議会の傍聴

本会議や委員会の傍聴をしていただき、配布されるアンケートに記述式で回答する。ゆいネットの生
中継による視聴でも結構です。

➢ 任 務 ２：議会だよりの閲覧
年４回発行する「議会だより」を閲覧して、配布されるアンケートに選択・記述式で回答する。

➢ 定　　員：10 名以内	 ➢ 要　　件：長和町内に住所を有する者
➢ 任　　期：令和 8 年 2 月 26 日から 1 年間	 ➢ 申込期限：2 月 10 日（火）まで
➢ 申込方法：所定の申込書を役場（議会事務局）へ提出（メール・ご持参・郵送）

※申込書は町公式ホームページからダウンロードしていただくか、議会事務局にてお受け取りください。

【申込先】長和町役場 議会事務局  ☎ 0268（75）2059　Email : gikai@town.nagawa.nagano.jp

● ● ● ● ● 第 3 期 【議会モニター】募集 !! ● ● ● ● ●

議会の運営や活動について、町民の皆様のご意見をお聞かせ下さい！

アンケート結果／議会モニター募集
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副委員長 諫 山 三 武
委 員 田 福 光 規
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私
の
前
職
は
ホ
テ

ル
業
。「
お
か
え
り
な

さ
い
」で
迎
え
、「
行
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
」
で

お
見
送
り
し
ま
し

た
。「
様
」
は
使
わ
な

く
て
も
い
い
、
方
言

を
使
う
の
も
自
由
。

余
計
な
サ
ー
ビ
ス
は

不
要
、
ゲ
ス
ト
の
動

き
を
見
て
動
け
。
目
を
見
て
話
せ
。
そ
れ
以

外
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
上
で
邪
魔
で
し

た
。
ロ
ビ
ー
を
走
る
子
供
に
は
、「
気
を
つ

け
～
！
」、
ど
の
子
も
静
止
、
親
も
笑
顔
で

子
に
注
意（
当
時
）。
母
親
の
気
持
ち
に
な
っ

て
の
「
お
も
て
な
し
」
で
し
た
。
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
は
対
価
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。マ
ニ
ュ
ア
ル
は
事
務
的
に
な
り
が
ち
。

目
・
気
・
心
配
り
、
其
々
異
な
っ
た
配
慮
で

す
。
接
遇
は
自
分
が
楽
し
く
思
え
る
事
が

大
切
で
は
？
・
・
・
つ
づ
く

  

長
和
町
で
ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

  

令
和
７
年
１
月
よ
り
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
温
泉
担
当
隊
員
と
し

て
長
和
町
に
着
任
し
ま
し
た
。
普
段

は
長
和
町
振
興
公
社
に
所
属
し
、
町

内
の
温
泉
施
設
「
ふ
れ
あ
い
の
湯
」

「
や
す
ら
ぎ
の
湯
」
を
拠
点
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

温
泉
を
テ
ー
マ
に
し
た
情
報
誌
の
制

作
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
温
泉
施
設
の
情
報
を

発
信
す
る
な
ど
誘
客
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

  

な
ぜ
、
長
和
町
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
？

  

色
々
と
ご
縁
が
重
な
り
、
長
和
町

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
お
世

話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
夏

季
休
暇
な
ど
を
利
用
し
て
長
和
町
を

訪
れ
て
い
た
た
め
、
着
任
す
る
前
か

ら
長
和
町
の
こ
と
は
良
く
知
っ
て
い

ま
し
た
。
自
然
豊
か
な
中
山
間
地
域

で
の
ゆ
っ
く
り
と
し
た
暮
ら
し
に
憧

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
活
動
拠
点
を

長
和
町
に
移
す
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

  

長
和
町
で
の
暮
ら
し
の
楽
し
み
は
？

  

色
々
と
暮
ら
し
の
楽
し
み
は
あ

り
ま
す
。
今
は
、
観
光
地
や
名
所
を

巡
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
長
和
町
の
美
味

し
い
野
菜
や
果
物
を
食
べ
る

こ
と
。
夏
場
に
は
地
区
の
ご

近
所
さ
ん
が
野
菜
を
分
け
て

く
だ
さ
る
な
ど
、
ご
近
所
さ

ん
と
の
会
話
や
程
よ
い
距
離

感
も
暮
ら
し
の
楽
し
み
の
一

つ
で
す
。

  

長
和
町
で
今
後
予
定
し
て

い
る
活
動
は
あ
り
ま
す
か
？

  

ま
ず
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
の
活
動
任
期
が

あ
と
２
年
残
さ
れ
て
い
る
の

で
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
長
和
町
の
温
泉
施

設
に
一
人
で
も
多
く
の
方
が
訪
れ
て
く

だ
さ
る
よ
う
に
誘
客
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。今
後
の
予
定
と
し
て
は
、

農
業
体
験
と
温
泉
体
験
を
掛
け
合
わ
せ

た
誘
客
企
画
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
子
ど
も
向
け
の
「
温
泉
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」
を
制
作
し
、
幅
広
い
年
齢
層

に
「
温
泉
」
を
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組

み
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
域
お
こ
し

活
動
に
取
り
組
み
つ
つ
、
暮
ら
し
の
基

盤
を
整
え
「
長
和
町
暮
ら
し
」
を
満
喫

で
き
た
ら
と
今
は
思
っ
て
い
ま
す
。

　川
かわ

口
ぐち

 和
かず

也
や

   さん
（和田上組）

略歴・活動
兵庫県生まれ。民間企業での勤務
を経て「地域づくり活動」を支援す
る中間支援組織ＮＰＯで行政との
調整役として業務に従事する。誰も
が一緒に楽しめる「ユニバーサルス
ポーツ」の普及活動も行う。

長和町議会議員から長和町議会議員から
町民の皆様へ町民の皆様へ

　議会から町民の皆様へのお知らせ
や議員の考えなどを掲載しています。
今号は、  龍野一幸 議員です。

長和町
あの人を訪ねて

—第２７回—

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
が
町
民
の
皆
さ
ま
を
訪
ね
て
、
意
見
や
活
動
を
お
聞
き
し
ま
す
。


